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１．概要 

海外・災害支援事業は、2015 年に国連が制定した『持続可能な開発目標（SDGｓ）』に基づき活動を継

続します。PHJ がこのような事業を継続するためには①資金、②人材、③事業の 3 要素が不可欠ですの

で、収益の安定化、人材の補充と育成、従来事業の着実な実施と新規事業の立案を柱とする中期計画

（2018 年～2021 年）を策定します。 

カンボジア支援事業は 2019 年度に開始したコンポンチャムにおける「カンボジア農村部での子どもの

ケア支援ネットワーク強化事業」を 3 年間の N 連事業（日本 NGO 連携無償資金協力事業）として開始

します。 

ミャンマー支援事業（N 連事業）は第 2 年次（2018 年 10 月～2019 年 10 月）を計画通りに実施すると

ともに、第 3 年次（2019 年 10 月～2020 年 10 月）の申請を進めており、切れ目なく第 3 年次事業を開

始します。同時にミャンマー第 3 期（2020/21 年～2023/24 年）事業の事業地、事業内容についても調

査・検討を進め、外務省の 2020 年度の N 連事業申請を目指しています。 

外務省からの助成金で実施し 2016 年に終了したタイ・チャンマイ県の HIV/エイズ感染予防教育事業を

3 年間フォローアップしています。2019 年７月に第三年次の 6 高等専門学校での事後調査を実施し、チ

ェンマイ総領事館に報告します。2020 年度をもって本事業のフォローアップは終了します。 

災害支援事業は 2019 年から開始した「心療カウンセリング支援事業（2019 年 1 月～2021 年 12 月の 3
年事業）」を継続します。 

2020 年度予算（案）は、収入 9,470 万円、支出 9,592 万円、収支は 122 万円の赤字を計画しています。

これは、人件費増と 2019 年度のミャンマー事業支出の一部が 2020 年度支出に移動したことによるも

のです。 
 
２．支援活動計画（事業計画） 
 

2.1 カンボジア支援（総事業費 3,150 万円、補助金事業） 

カンボジアでは「農村部での子どものケア支援ネットワーク強化事業」を実施します。この事業は、パ

イロット事業「子どもの成長支援事業」を発展させ、2019 年度より４年間事業として活動を開始しまし

た。 

事業目標は次の 2 点です。 
目標 1.  5 歳未満の子どもが適切なタイミングで必要な小児保健サービスにアクセスできること。 
目標 2.  各家庭での子どものケアや毎日の食生活の改善を促すこと。 

2 年目の今年度は、対象４保健センターのスタッフ、保健ボランティア、母子保健ボランティアが村の

子どものケアの重要性を理解し、連携を強化することを念頭に活動を推進します。 

具体的には、保健センターにおける産後の女性や新生児に対する産後検診、さらに子ども向けの予防接

種、身体測定、栄養指導、小児疾病統合管理メソッドを強化します。保健センタースタッフを対象にト

レーニングを行い、各センターでサービスが適切に提供されるように設備や資機材を供与し、サービス

のモニタリング活動を行います。村のボランティアたちとサービスに関する情報共有を行い、村の子ど

もの健康状態やリスクの高い子どもを見つけて搬送する点での協力関係を築くために定期会議を行い

ます。 
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保健ボランティア、母子保健ボランティアが村で保健教育ができるように、保健ボランティアには「一

般的な子どものケア」に関する知識、母子保健ボランティアには「子どもの栄養」に関する知識を地域

のニーズに合わせてまとめ、知識強化のためのトレーニングを実施します。また村で使う子どものケア

に関する教材を作成します。 

保健センターや村での活動を、地域の保健行政を統括する保健行政区をカウンターパートとして実施す

ることで、子どものケアに関する地域医療・保健活動の持続性を高め、PHJ の対象地域以外への波及効

果も視野に入れつつ活動を遂行します。 

外務省の 2019 年度 N 連事業として申請し、補助金事業の一年目を開始する計画です。同時に、複数の

民間団体・企業のご支援もあり、活動推進のためのパートナーシップ強化にもつながる事業にしたいと

考えています。 
 

2.2 ミャンマー支援（総事業費 3,847 万円、補助金事業） 

ミャンマーでは「ミャンマー農村地域の母子保健サービス改善事業」を実施します。本事業はタッコン

郡での 3 年事業（2017 年 10 月～2020 年 10 月）の最終年となります。 

農村地域の女性が適切な母子保健サービスを適切なタイミングで利用できるよう、①安全な分娩環境作

り、②医療者スキル向上、③妊婦・産後の女性への母子保健教育、④母子保健推進員の育成と連携強化、

⑤政府職員との連携強化の 5 つのアプローチを継続します。また、事業終了後も現地のリソースを用い

て活動や成果が継続されるような仕組み作りを行います。 

具体的には、安全な分娩環境作りとして、村の一次医療施設である地域保健センターの建築を行います。

医療者スキル向上支援では、助産師スキル・モニタリングと補助助産師リフレッシュ研修を行います。

引き続き妊婦や産後の女性を対象に村での母子保健教育を行い、村人の知識の向上を図ります。また、

母子保健推進員が妊婦の助産師への照会や、新生児の家庭訪問を行えるようフォローアップを行います。

半年に一度の現地行政とのモニタリング評価ワークショップを継続し、事業終了後もこれら一連の活動

とその成果が継続されるよう働きかけます。 

また、新規事業地候補としてネピドー特別自治区内の 2 つの郡を訪問し、母子保健のニーズを調査し、

次期事業計画を策定します。 
 

2.3 災害支援（総事業費 550 万円、自主事業） 

東日本大震災支援として「南相馬心療カウンセリング支援事業（2019 年 1 月～2021 年 12 月の 3 年事

業）」を継続します。事業規模としては 1 年目と同様に週 6 コマ（時間）を基本とします。 

心療カウンセリング支援事業はその性格上、成果を客観的に報告することが難しいのが現状です。とは

いえ、可能な限り事業成果を報告できるようにします。 

本事業の目的は南相馬で自立可能な心療カウンセリングルームの立ち上げを支援することであり、2 年

目の 2020 年度はどのような形で心療カウンセリングルームを立ち上げるかについて、カウンターパー

トの堀医師や米倉臨床心理士と協議して、可能性を検討していく計画です。 
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2020 年度予算（2019 年 7 月 1 日～2020 年 6 月 30 日） 
 

（単位 円） 

 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

決算 決算 計画 計画

1. 現金寄付 50,574,301 49,666,362 46,000,000 44,500,000

法人会費 28,405,000 27,080,476 27,000,000 26,000,000

法人寄付 3,886,880 3,300,000 3,500,000 3,000,000

個人 5,581,000 5,310,000 5,300,000 5,300,000

一時寄付 7,332,924 8,720,984 6,700,000 6,700,000

東日本大震災支援寄付 5,368,497 2,537,244 3,500,000 3,500,000

西日本豪雨水害支援寄付 0 2,717,658 0 0

2. 公的補助金 38,475,520 38,925,362 48,700,000 47,700,000

3. 雑収益（利子等） 9,539 20,626 0 0

4. 商品寄付 21,948,806 421,582 0 0

収入合計 111,008,166 89,033,932 94,700,000 92,200,000

現金 89,059,360 88,612,350 94,700,000 92,200,000

商品 21,948,806 421,582 0 0

1. 事業費 49,389,685 66,115,928 75,620,000 67,790,000

カンボジア 19,163,358 18,491,207 31,500,000 31,500,000

タイ・ベトナム 350,865 215,779 150,000 0

ミャンマー 25,886,617 39,310,089 38,470,000 30,790,000

東日本大震災支援 3,988,845 5,958,853 5,500,000 5,500,000

西日本豪雨水害支援寄付 2,140,000 0 0

2. 募金活動費 11,386,441 12,382,782 13,900,000 13,900,000

3. 管理費 5,204,037 6,152,900 6,400,000 6,400,000

4. 商品寄付 21,948,806 421,582 0 0

支出合計 87,928,969 85,073,192 95,920,000 88,090,000

現金 65,980,163 84,651,610 95,920,000 88,090,000

商品 21,948,806 421,582 0 0

23,079,197 3,960,740 -1,220,000 4,110,000

現金 23,079,197 3,960,740 -1,220,000 4,110,000

商品（在庫） 0 0 0 0

Ⅳ．前期繰越正味財産 31,807,835 54,837,032 58,797,772 57,577,772

現金 31,807,835 54,837,032 58,797,772 57,577,772

商品（在庫） 0 0 0 0

54,887,032 58,797,772 57,577,772 61,687,772

現金 54,887,032 58,797,772 57,577,772 61,687,772

商品（在庫） 0 0 0 0

　　科　目

Ⅰ. 収入の部

Ⅱ.支出の部

Ⅲ.当期正味財産増減額

Ⅴ.次期繰越正味財産


